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自動車リサイクル法について
現在､国内で発生する使用済自動車は､年間約500万台程度に上り､資源保護の観点からもその再利用は重要な課題となっています｡
平成17年1月､使用済自動車のリサイクルおよび廃棄物処理の体制を整えることを目的とした『自動車リサイクル法』が本格施行されるにあたり､当会は自動車リサイクルの容易性向上､シュレッダーダストの埋め立て等による環境への影響を低減するため､環境負荷物質の使用削減に自主的に取り組む意向を表明しました。 

（JAMA 社団法人日本自動車工業会）
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家電リサイクル法について
一般家庭や事業所から排出された家電製品（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）から、有用な部分や材料をリサイクルし、廃棄物を減少するとともに、資源の有効利用を推進するための法律　　平成16年4月1日より冷蔵庫が家電リサイクル法対象となりました。

（経済産業省）
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グリーン購入法について
循環型社会の形成のためには、再生品等の供給面の取組に加え、需要面からの取組が重要であるという観点から、平成１２年５月に循環型社会形成推進基本法の個別法のひとつとして国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）が制定されました。
グリーン購入とは、製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して、必要性をよく考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入することです。
グリーン購入は、消費生活など購入者自身の活動を環境にやさしいものにするだけでなく、供給側の企業に環境負荷の少ない製品の開発を促すことで、経済活動全体を変えていく可能性を持っています。

（環境省）
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「WEEE」について
●WEEE：Waste Electrical and Electric Equipment
EC175条に準拠した電気器具の回収・リサイクルを進める指令。
WEEE指令は「使用済み電気・電子機器に関する指令」とも訳され、使用済みとなった機器の回収・リサイクルをメーカーに義務づける、日本の「家電リサイクル法」に相当するものです。
「RoHS」について
●RoHS：Restriction of the use of certain Hazardous Substances in electrical and electric equipment
EC95条に準拠した電気器具に含有する鉛・水銀・カドミウム・六価クロム・ポリ臭化ビフェニール(PBB)、ポリ臭化ディフェニール(PBDE)の6物質の使用禁止の指令。
プラスチックの難燃性を高めるために混入されている場合も多く、部品個別のチェックは不可欠。
RoHS指令は「有害物質の使用禁止指令」と訳されます。
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自動車リサイクル法施行される
自動車所有者にはリサイクル料金の前払いを、自動車メーカーと輸入業者にはカーエアコン用フロンなど3品目(エアコン用フロン、エアバック、シュレッダーダスト)の引取りと適正処理を義務付ける自動車リサイクル法が2005年1月から施行された。
すでにメーカー側は、破砕くずを防音材に再利用したり、解体しやすい車体構造を研究したりなど、リサイクル費用を下げる努力も始めている。

（2005年1月4日朝日新聞より）


http://www1.odn.ne.jp/~cbj32100/whatsnew/environ/envinfo01.html
